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特集：都会にオアシス発見？ 白子湧水群と白子宿の歴史を巡ろう！！

こんごう わこ うし わ みず あつ

今号では、和光市にある湧き水スポットが集まっている
ゆうすいぐん しらこじゅく そうごうち すい たいさく みずじゅんかん

湧水群と白子宿をテ ーマとして、総合治水対策や水循環
さいせい やく わり にな ばしよ しょうかい

再生などの役割を担っている場所を紹介します。
と ち す ひと きょう

総合治水対策とは、その土地に住んでいる人たちと協
リょく てきせい り ょう ちちゅう い ちじて き たくわ

力して、適正な量の水を地中にしみこませたリー時的に貯
とちリよ う しせつせ いび おこな

えたリすることできるような土地利用や施設整備を行う

ことをいいます。
うみ ねっ くも あめ ふ

水循環再生とは、海が熱せられ、雲ができ、雨が降り、
かわ なが りよう もど いちれん

川を流れ、人が利用し、また川を流れ海に戻るという一連
けんぜん じょうたい

の流れが健全な状態に戻ることをいいます。
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豪雨災害等で白子） IIの水が多くなっ
た時に、―旦水をためて洪水を防ぐこと

ができる公園です。芝生広場のはしに
は、川のそばに降りるため の階段があ
り、水生生物やカルガモなどを観察でき
ます。川の奥にあるがけの地層から湧
き水が出ているのも観察できます。残
念ながら、現在は入れませんが、‘‘白子川

と流域の水環境を良くする会 ‘‘が、ゴミ
拾い・アユの放流•水生生物調査を行
う際には、一緒に公園に入ることができ
ます。皆さんも是非参加しましょう。

鎮守の森としての歴史のある 神社で

す。神社西側を高低差約15mの斜面林
が囲み、その下でいくつか湧き水が湧い
ている場所があります。その一つは、神
社裏の池の中に湧き、池の水は清流寺不
動の滝となって落ちていて滝修行で使わ

れています。明治時代には湧き水の量が
更に多かったので、日本で最初の魚の養
殖※を始めました場所でもあります。と
なりの不動院にある「開運洞窟巡り」も
イチオシです。

●●●●湧き水の仕組み •…................................. 

標高の萬い土地に降った雨水が地中にしみて水を通さないねんど層 ●

の上にたまって地下水面ができます。標喜が低い土地では地下水面が地 ： 

上に出ており、そこから地下水面にたまった水が湧き出ています。和光市 ・

は低地にあるため、このような場所が多くみられます。 ： 
※養：魚を食べることを目的として育てること。

＼ 
和光市の代表的な湧水群です。周辺のがけは緑を守っ

ていく場所（特別保全緑地りに指定されています。良質
で豊かな水量（和光市民の使う水の約5%にあたる量）が

あります。また、地層から染み出す湧き水を観察でき湧
き水の仕組みを知ることができる重要な場所となってい

ます。
※特別保全緑地：都市における良好な自然的環境となる緑地であり、建築行為などー

定の行為の制限などにより保全しています。

ひょうど くろつち

表土（黒土） かざんばいそう

火山灰層

瀑丑

白子2丁目にある橋です。白子ゆか
りの詩人“清水かつら”の作詞した「靴が

鳴る」の歌詞が刻まれた碑があります。

江戸時代には白子川を越えて「白子宿」
：に向かうために、多くの人々が利用した
． 

． 

：橋でした。白子橋からは白子川に流れ
込む湧き水を観察でき、白子川が湧き
水で成り立っている川であることが感じ
ることができます。

市街地において貴重な動植物が生息する数少ない緑
地です。この緑地を守るために、和光市が士地所有者か
ら土地を借り、市民団体と協力して管理しています。ま
た、白子湧水群のひとつとして数えられ、湧き水の流れ
により削られた地形を持ち、地層を見ることができま
す。崖の下には小さな井戸があリ、近くには小さな湧き
水があります。


